
加藤与五郎博士　生誕150年記念特集　第2回

岡
おかもと

本　明
あきら

氏：談

愛弟子　武井武博士とフェライトの発明

　加藤与五郎博士とともにフェライトを発明した武井武博士に学び、自身もフェライトの研究・開発に携わった岡本明
氏は、与五郎博士たちが最初にフェライトを発明したことを裏付け、外国企業が発明したという世界の認識を改めまし
た。市民だより8月1日号で掲載された第1回に続く今回は、その岡本氏にお話を聞きました。

問　文化観光課（☎62-1037）

　

加
藤
先
生
の
功
績
で
最
も
大
き
な
も
の
の
一
つ
が
フ
ェ
ラ
イ
ト
の
発

明
で
す
。
こ
の
発
明
は
弟
子
の
武
井
武
先
生
と
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
後
年
、加
藤
先
生
は
「
弟
子
を
作
る
と
云い

う
こ
と
は
才
能
だ
」、「
東

京
工
業
大
学
か
ら
は
10
人
も
の
偉
い
人
が
出
ま
し
た
。
同
志
社
大
学
か

ら
も
、
創
造
科
学
研
究
所
か
ら
出
て
く
る
と
思
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。
同
志
社
大
学
か
ら
は
、
市
民
だ
よ
り
８
月
１
日
号
に
掲
載
さ

れ
た
「
加
藤
与
五
郎
博
士
生
誕
150
年
記
念
特
集
第
１
回
」
の
執
筆
を
さ

れ
た
山
﨑
舜
平
氏
が
、
予
言
通
り
に
、
加
藤
先
生
が
育
て
た
世
界
的
な

発
明
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
工
業
大
学
か
ら
の
10
人
の
中
で
も
出し
ゅ
っ
し
ょ
く色
の
弟
子
が
武
井
先
生
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
武
井
先
生
は
、
東
京
工
業
大
学
の
前
身
で
あ
る

東
京
高
等
工
業
学
校
時
代
に
加
藤
先
生
に
師
事
し
、
す
っ
か
り
心
酔
し
、

就
職
も
加
藤
先
生
の
指
示
さ
れ
た
と
お
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
北
大
学
で
勉
強
し
、
磁
石
の
研
究
で
有
名
な
金
属
材
料

研
究
所
で
研
究
を
し
て
い
る
さ
な
か
に
、
東
京
工
業
大
学
設
立
に
当
た

っ
て
加
藤
先
生
が
科
長
と
な
ら
れ
る
電
気
化
学
科
に
助
教
授
と
し
て
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
着
任
後
、
最
初
に
加
藤
先
生
か
ら
頂
い
た
研
究
テ
ー

マ
は
、
亜
鉛
鉱
石
か
ら
金
属
亜
鉛
を
精
製
す
る
際
に
、
金
属
収
量
を

減
ら
し
て
し
ま
う
邪
魔
者
を
い
か
に
処
理
す
る
か
と
い
う
課
題
で
し
た
。

そ
の
邪
魔
者
を
解
析
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
磁
性
を
持
っ
て
お
り
、
い

ろ
い
ろ
な
金
属
元
素
を
混
ぜ
て
サ
ン
プ
ル
を
作
っ
て
そ
れ
ら
の
特
性
を

測
り
、
つ
い
に
は
ペ
タ
ペ
タ
く
っ
つ
く
磁
石
（
ハ
ー
ド
フ
ェ
ラ
イ
ト
）
と
、

普
段
は
磁
性
を
示
さ
な
い
が
、
磁
場
の
中
に
入
れ
る
と
大
き
な
磁
性
を

示
す
と
い
う
ソ
フ
ト
フ
ェ
ラ
イ
ト
の
２
つ
を
見
つ
け
、
研
究
ス
タ
ー
ト

か
ら
１
年
半
後
に
は
特
許
を
申
請
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
フ
ェ
ラ
イ
ト
を
工
業
化
す
る
た
め
に
東
京
電
気
化
学
工
業

㈱
（
後
の
T
D
K
㈱
）
と
言
う
会
社
が
設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
T
D
K

㈱
は
年
間
売
り
上
げ
が
約
２
兆
円
と
い
う
巨
大
な
企
業
に
成
長
し
て
い

ま
す
。
東
京
工
業
大
学
の
研
究
室
で
産
み
落
と
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
っ
た
会
社
は
国
内
で
は
珍
し

い
存
在
で
す
。

　

加
藤
先
生
が
大
切
に
さ
れ
た
創
造
は
も
と
も
と
加
藤
先
生
天
賦
の
も

の
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
対
し
て
、
心
を
集
中
し
て
そ
の
解
決

策
を
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
天
賦
に
一
層
の
仕
上
げ
が
な
さ
れ
た

の
が
米
国
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
米
国

の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
弟
子

を
育
て
た
ノ
イ
ス
教
授
の
薫く
ん
と
う陶
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

先
生
は
何
か
新
し
い
発
想
で
新
し
い
何
か
を
生
み
出
せ
る
、
加
藤
イ
ズ

ム
を
継
承
す
る
人
材
を
多
く
育
成
し
、
後
の
世
に
ま
で
大
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
は
、
加
藤
先
生
の
功
績
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　卒業論文で武井博士の研究室に所属し、
卒業論文から博士論文までフェライト研究
の指導を受ける。その後TDK㈱に就職し、
現在は与五郎博士が創立した公益財団法
人加藤科学振興会の常務理事・事務局長
を務める。また、岡本氏の尽力により「フ
ェライトの発明とその工業化」が、2009
年にIEEE＊マイルストーンに認定された。

●岡本明 氏の経歴

▲与五郎博士（写真左）とノイス教授

＊IEEE（アイ・トリプル・イー）
　アメリカに本部を置く電気・電子技術分野における世界最大の学会であり、社会や
産業の発展に大きく貢献した歴史的業績を“IEEEマイルストーン”として表彰している。
電気・電子技術の世界遺産ともいえるこの権威あるIEEEマイルストーンに現在、国内
で39件が認定されている。そのうち、なんとこの刈谷市にゆかりのあるものとして、
フェライト、依佐美送信所、世界標準家庭用ビデオVHSの開発（旧依佐美村出身の高
野鎮雄氏が開発リーダーの1人を務めた）の3つがある。

◀与五郎博士（写真左）と武井博士（東工大の実験室）

記
念
事
業
の
紹
介
は

　
　
　
　
　
次
ペ
ー
ジ
へ

フェライトは鉄のサビ（酸化鉄）に
他の金属などを混ぜて焼き固めて作
るんだって。ハードフェライトは冷
蔵庫のドアパッキン、ヘッドフォン
やモーターなどに使われているよ。
ソフトフェライトは、スマホや自動
車に欠かせない材料となっているよ。

岡本さんは与五郎博士に会ったことはな
いけれど、武井博士が与五郎博士の教え
をそのまま伝えてくれたように思ってい
るから、与五郎博士の孫弟子と思ってい
るんだって。

11月6日㈰に前回の特集に寄稿された
山﨑さんから与五郎博士との思い出を、
今回の特集の岡本さんからフェライト
についてのお話を聞ける講演が開催さ
れるよ。詳しくは8ページを確認してね。

市民だより　2022.9.157 市民だより　2022.9.15 6ID　7桁の番号を市 「ページID検索」に入力すると関連ページが見られます。


